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◆講義２　9：00～10：45（講義90分・質疑応答15分）


「地方自治をめぐる動向(自治法改正・分権改革・道州制)を


住民自治の実践経験から考える」


　　講師：岡庭 一雄（長野県阿智村前村長）
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道州制導入の法案の協議や、基礎的自治体のあり方（政令市・中核市、自治体連合…）についての法改正が行われています。この講座では、①日本国憲法の構想した地方自治の原則をあらためて確認し、②東日本大震災・原発事故のもたらした教訓に学びつつ、③地域経済や地域エネルギー問題、さらに④財政問題を交えながら、⑤道州制・基礎的自治体再編論を検討し、⑥これからの地方自治体のあり方について分かりやすく語ります。





今後の日程





◆夏学期　第18回8月23日（土）、24日（日）


　　　　　テーマ「条例づくり」


◆秋学期　第19回11月15日（土）、16日（日）


　　　　　テーマ「政策づくり」


◆冬学期　第20回2月7日（土）、8日（日）


　　　　　テーマ「新年度予算」
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◆全体にわたる質疑・討論13：15～15：15（全120分・質疑・休憩含む）














�





この講義では「住民は村の主体だけではなく、国の主体・主権者にならなければならない」をモットーに4期16年、阿智村政を担われた岡庭一雄前村長から、「観光と有機農業の里・阿智」の村づくりと、その過程での隣接自治体との合併・「ゆるやかな町村の連合と県の補完」の経験を語っていただくともに、現在、政府が国会に上程しようとしている「地方中枢都市（圏）」構想を掲げる地方自治法改正案・分権改革・道州制導入議論について、大いに語っていただきます。


自治お話しいただきます。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○します。





■1942年、長野県生まれ。1961年、阿智村役場に就職。社会教育係、同係長、商工観光課長、建設課長、環境水道課長を経て1997年12月退職。1998年2月村長に就任。以後4期16年。脱原発首長会議会員。■著書　「協働が開く村の未来―観光と有機農業の里・阿智―」（2007自治体研究社）





◆講義３　10：45～12：15（講義90分）


「憲法の地方自治原則と地方自治の新しい展開」


池上 洋通（自治体問題研究所・主任研究員）





■1941年静岡県生まれ。講師は、自治体職員、研究機関職員、大学講師などの経験を持つ地方自治理論・政策の実践的研究者で、全国各地で数多くの講演や研究活動を行ってきました。


■著書　「大震災　復興へのみちすじ」共著（2011自治体研究社）、「阪神・淡路大震災と現代日本の防災政策」（「世界史としての関東大震災」所収、2004日本評論社）、「市町村合併・これだけの疑問」（2001自治体研究社）、「人間の顔をしたまちをどうつくるか」（1998自治体研究社）ほか





第1日目の講義、第2日目の講義を含め、全体にわたる質問をお受けします。





2日目●5月26日（月）


21日（木）








